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トピックス 議会傍聴のルールが変わります！ 2



５月１日から

写真、ビデオ等の撮影及び録音をすることができるようになります。
ただし、議事進行の妨げになると認められるときは、撮影を禁止することがあります。

議会傍聴のルールが変わります！
多くの方が傍聴に来ていただくために・・・

　議員定数等調査特別委員会で協議した「議会のあるべき姿」の一環として、より住民に身近な議会を目
指すため、議会の傍聴ルールを変更します。

� その１変
更
点

トピックス

傍聴の手続き

傍聴の際、住所、氏名等を傍聴人受付簿に記入する必要がなくなります。
傍聴席への入場は先着順となります。

受付簿への記入 先着順

傍聴席で自由に行えること
カメラ撮影 動画撮影 録音

補助具としての杖を持つ方、盲導犬、介助犬、聴導犬の同伴者は入ることができます。

傍聴席に入ることができるようになったもの

つえ 盲導犬
介助犬

� その２変
更
点

� その３変
更
点
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平
成
31
年
第
1
回
定
例
会
に
お
い
て
、平
成
31
年
度
一
般
会
計
及
び

４
つ
の
特
別
会
計
の
予
算
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
予
算
は
4
月
に
町
長
選
挙
を
控
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、最
低

限
必
要
な
経
費
を
盛
込
ん
で
編
成
す
る
「
骨
格
予
算
」
と
な
り
ま
す

が
、
庁
舎
建
設
、
新
十
津
川
保
育
園
増
築
改
修
な
ど
か
ら
、
一
般
会
計

で
前
年
比
４
．４
％
の
増
額
、特
別
会
計
を
含
め
る
と
３
．８
％
の
増
額

と
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
予
算
審
議
の
質
疑
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

平成31年度予算審査質疑レポート 予
算
こ
こ
に
注
目
！
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町
有
住
宅
維
持
管
理
事
務

公
共
性
の
高
い
事
業
を

行
っ
て
い
る
森
林
組

合
、
樺
戸
セ
レ
モ
ニ
ー

に
貸
し
て
い
る
町
有
施
設
を
い
つ
ま

で
貸
す
の
か
。
期
限
を
決
め
て
譲
渡
す

る
な
ど
検
討
す
べ
き
で
は
。

答

樺
戸
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
買
取
の
話

を
し
た
経
緯
が
あ
り
、
事
業
採
算
性
の

面
か
ら
買
取
に
難
が
あ
る
と
い
う
見
解

で
あ
っ
た
。
森
林
組
合
に
は
買
取
の
話

は
し
て
い
な
い
が
、
先
方
の
意
向
が
あ

れ
ば
協
議
に
応
じ
る
こ
と
は
で
き
る
。

町
の
財
産
で
あ
る
こ
と
か
ら
現
段
階
で

は
無
償
の
譲
渡
は
考
え
て
い
な
い
。

総務費

青田議員

職
員
研
修
事
業外

国
研
修
１
名
の
予
算

を
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
国
の
選
択
な
ど
は

ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

答

北
海
道
市
町
村
振
興
協
会
が
国

を
選
択
し
て
企
画
す
る
外
国
研
修
に

応
募
し
て
参
加
す
る
。

総務費

笹木議員

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
支
援
事
業

年
1
回
追
加
で
単
位
老

人
ク
ラ
ブ
に
対
し
て
移

動
支
援
を
行
う
予
算
は

計
上
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答

移
動
支
援
の
部
分
で
の
予
算
計

上
は
し
て
い
な
い
が
、燃
料
費
や
臨
時

運
転
手
の
確
保
な
ど
は
、車
両
を
運
行

す
る
予
算
の
中
で
考
え
て
い
く
。

民生費

小玉議員

地
域
公
共
交
通
事
業

北
竜
か
ら
大
和
を
通
っ

て
滝
川
に
行
く
よ
り
平

成
橋
を
通
っ
て
滝
川
に

行
く
方
が
多
く
、
交
通
体
系
を
把
握

し
た
う
え
で
検
討
し
て
い
く
べ
き
で

は
。

答

滝
川
北
竜
線
は
関
係
市
町
の
担

当
者
で
協
議
を
進
め
て
い
る
。
町
内

の
交
通
の
あ
り
方
も
新
年
度
の
検
討

の
中
で
加
味
し
て
い
き
た
い
。

総務費

鈴井議員

行
政
区
活
動
支
援
事
業

災
害
時
等
で
行
政
区
で

の
活
動
を
す
る
場
合

は
、
個
人
情
報
が
必
要

と
な
る
。
町
の
方
で
あ
る
程
度
の
開

示
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

個
人
情
報
保
護
の
関
係
か
ら
、

住
民
基
本
台
帳
の
情
報
を
提
供
す
る

と
い
う
こ
と
は
し
て
い
な
い
が
、
町

で
は
災
害
時
に
支
援
を
希
望
す
る
町

民
を
把
握
し
、
災
害
発
生
時
は
支
援

希
望
者
の
情
報
を
行
政
区
長
へ
提
供

し
、
災
害
時
に
活
用
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
る
。

総務費

長名議員

観
光
Ｐ
Ｒ
推
進
事
業

終
着
駅
の
ラ
イ
ブ
カ
メ

ラ
を
新
た
に
設
置
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
視
聴

回
数
等
は
把
握
で
き
る
の
か
。

答

you
tu
b
e

ラ
イ
ブ
に
よ
る
配

信
を
考
え
て
お
り
、
視
聴
回
数
を
把

握
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

商工費

鈴井議員

妊
産
婦
健
康
診
査
・
相
談
事
業

産
婦
健
診
が
新
た
に
助

成
対
象
に
追
加
さ
れ
た

が
、
助
成
の
方
法
は
。

ま
た
、
対
象
と
な
る
出
産
時
期
は
い

つ
か
ら
か
。

答

対
象
と
な
る
産
婦
に
受
診
票
を

渡
し
、
医
療
機
関
に
提
出
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
窓
口
で
支
払
わ
な
く
て

も
良
く
な
る
。
健
診
を
す
る
日
が
４

月
１
日
以
降
で
あ
れ
ば
対
象
と
す
る

の
で
、
３
月
に
出
産
し
て
も
対
象
と

な
る
方
も
い
る
。

衛生費

西内議員

商
店
街
環
境
整
備
事
業

駅
前
の
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
変
更
に

合
わ
せ
て
、
商
店
街
の

街
並
み
も
検
討
し
て
は
い
か
が
か
。

答

都
市
計
画
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
見
直
し
は
、
駅
前
部
分
の
変
更
で

あ
り
、
商
店
街
の
見
直
し
ま
で
は
計

画
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
商
店
街

の
活
性
化
等
に
お
い
て
は
商
工
会
と

連
携
し
な
が
ら
引
き
続
き
検
討
を
し

て
い
く
。

商工費

青田議員

風
疹
予
防
対
策
事
業

事
業
の
Ｐ
Ｒ
を
ど
の
よ

う
に
行
う
の
か
。

答

対
象
の
方
に
は
個
別
で
案
内
を

送
付
し
、
定
期
健
康
診
断
時
に
接
種

で
き
る
体
制
や
近
隣
の
医
療
機
関
で

接
種
で
き
る
体
制
を
整
え
る
。

衛生費

鈴井議員

介
護
保
険
事
業要

介
護
認
定
後
に
身
体

状
況
が
変
化
し
た
場
合

の
対
応
と
、
老
々
介
護

へ
の
対
応
は
。

答

身
体
状
況
が
変
わ
り
、
再
調
査

の
依
頼
が
あ
れ
ば
都
度
再
調
査
を
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
、
老
々
介
護
の

情
報
が
入
れ
ば
、
家
族
と
の
面
談
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
な
ど
の
調
整
を
随
時

行
っ
て
い
る
。

民生費

白石議員

地
域
生
活
支
援
事
業

相
談
支
援
事
業
の
委
託

料
を
２
０
０
万
円
増
額

し
て
い
る
が
、
増
額
要

因
は
全
額
自
立
支
援
協
議
会
準
備
経

費
と
見
て
よ
い
か
。

答

２
０
０
万
円
の
内
、
自
立
支
援

協
議
会
設
立
準
備
の
経
費
と
し
て

40
万
円
ほ
ど
計
上
し
て
い
る
。
そ
の

他
は
、
相
談
支
援
の
件
数
が
増
え
た

こ
と
に
よ
る
増
額
。

民生費

小玉議員

各
施
設
共
通
管
理
費

今
後
も
危
険
物
質
で
あ

る
Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理
が
発
生

す
る
の
か
。

答

平
成
31
年
度
の
処
理
は
橋
り
ょ

う
の
塗
膜
に
含
ま
れ
て
い
る
Ｐ
Ｃ
Ｂ

処
理
で
あ
り
、
今
後
も
橋
り
ょ
う
の

改
修
な
ど
が
発
生
し
た
際
に
は
、
処

理
対
策
が
必
要
と
な
る
。

総務費

安中議員
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観
光
Ｐ
Ｒ
推
進
事
業

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ

の
在
庫
は
ど
の
よ
う
な

状
況
か
。

答

Ｐ
Ｒ
時
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
あ
る
程
度
の
在
庫
は
抱
え
て

い
る
。
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
ポ
ロ
シ
ャ
ツ

は
、
品
質
の
関
係
か
ら
長
期
間
保
存

し
な
い
よ
う
、
受
注
が
あ
っ
て
か
ら

制
作
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

商工費

杉本議員

除
雪
機
械
購
入
事
業
・
道
路
維
持
管
理
事
業

道
路
の
ひ
び
割
れ
や
傷

み
が
見
ら
れ
る
。
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
る

の
か
。

答

全
町
の
主
要
な
道
路
に
つ
い
て

路
面
性
状
調
査
を
実
施
し
、
ひ
び
割

れ
な
ど
損
傷
の
状
況
を
把
握
し
、
傷

ん
で
い
る
順
に
整
備
計
画
を
立
て
て

改
修
工
事
を
実
施
し
て
い
る
。

土木費

安中議員

水
防
活
動
管
理
事
業

水
防
団
定
員
66
人
の
と

こ
ろ
現
在
52
人
で
あ
る

が
、
機
能
を
維
持
す
る

た
め
に
ど
の
よ
う
な
訓
練
を
行
っ
て

い
る
か
。

答

春
に
排
水
場
に
ポ
ン
プ
を
設
置

す
る
訓
練
と
大
雨
に
よ
り
樋
門
を
閉

じ
た
際
の
内
水
の
排
水
訓
練
、
秋
に

ポ
ン
プ
の
撤
去
訓
練
を
手
順
を
確
認

し
な
が
ら
行
っ
て
い
る
。

消防費

安中議員

災
害
用
備
品
等
管
理
事
業

賞
味
期
限
が
近
く
な
っ

た
非
常
用
食
品
の
売
却

収
入
と
し
て
１
万
円
を

見
込
ん
で
い
る
が
、
地
域
の
防
災
意

識
を
高
め
る
一
貫
と
し
て
、
行
政
区

に
配
布
し
て
は
い
か
が
か
。

答

次
の
非
常
食
を
購
入
す
る
た
め

の
財
源
と
考
え
て
い
た
が
、
地
域
の

防
災
訓
練
で
要
望
が
あ
れ
ば
柔
軟
に

対
応
し
、
非
常
食
の
Ｐ
Ｒ
に
も
活
用

し
て
い
き
た
い
。

消防費

笹木議員

中
学
校
教
育
推
進
事
業

学
校
長
が
特
色
あ

る
学
校
づ
く
り
の

た
め
に
取
り
組
む

事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
自
由
な

裁
量
で
活
動
で
き
る
事
業
の
負

担
金
が
今
年
度
か
ら
計
上
さ
れ
て

い
な
い
理
由
は
。

答

実
施
事
業
が
固
定
化
さ
れ
て

き
た
こ
と
か
ら
、
学
校
長
の
裁
量

予
算
で
は
な
く
継
続
事
業
と
し
て

予
算
化
し
た
。

教育費

青田議員

青
少
年
文
化
ス
ポ
ー
ツ
元
気
事
業

働
き
方
改
革
で
教
員
の
休

養
に
つ
い
て
は
、
一
定
の

基
準
を
設
け
て
運
用
す
る

が
、
部
活
動
以
外
の
少
年
団
活
動
な

ど
を
含
め
、
子
ど
も
た
ち
の
休
養
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答

今
後
少
年
団
本
部
の
理
事
を
集

め
て
、
学
校
で
考
え
る
部
活
動
で
の

休
養
の
考
え
方
を
周
知
す
る
と
と
も

に
、
子
ど
も
た
ち
が
健
全
に
ス
ポ
ー

ツ
、
文
化
活
動
が
で
き
る
よ
う
休
養

に
つ
い
て
協
力
を
求
め
る
予
定
。

教育費

西内議員

課
外
活
動
事
業課

外
活
動
を
担
当
す

る
教
員
の
勤
務
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

答

週
１
回
の
休
養
日
を
設
け
る

こ
と
と
、
土
日
に
つ
い
て
も
ど
ち

ら
か
１
日
は
休
養
す
る
こ
と
か

つ
、
土
日
の
活
動
時
間
は
３
時
間

以
内
と
す
る
。
た
だ
し
、
大
会
等

で
土
日
に
休
め
な
い
と
き
に
は
、

振
り
替
え
て
休
み
を
取
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

教育費

白石議員

中
学
校
校
舎
等
維
持
管
理
事
業

４
月
１
日
か
ら
学
校

施
設
敷
地
内
は
禁
煙

に
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、武
道
場
も
禁
煙
と
な
る
の
か
。

答

小
中
学
校
の
敷
地
内
の
み
と

し
、
武
道
場
に
つ
い
て
は
他
の
公

共
施
設
同
様
に
７
月
１
日
か
ら
禁

煙
の
対
象
と
す
る
。

教育費

西内議員

都
市
整
備
推
進
事
業

都
市
計
画
用
途
地
域
の

一
部
を
変
更
す
る
だ
け

な
の
に
、
ど
う
し
て
職

員
で
行
わ
ず
業
者
に
委
託
す
る
の

か
。

答

都
市
計
画
の
用
途
変
更
は
、
高

度
な
技
術
力
を
必
要
と
す
る
こ
と

と
、
北
海
道
と
協
議
す
る
中
で
助
言

を
受
け
る
た
め
、
委
託
と
し
た
。

土木費

青田議員

新
十
津
川
ア
ー
ト
の
森
管
理
事
業

町
民
で
も
知
ら
な
い
方
も

多
い
中
、
今
後
の
Ｐ
Ｒ
も

含
め
ど
の
よ
う
な
方
向
性

を
考
え
て
い
る
か
。

答

世
界
的
な
芸
術
家
の
作
品
に
触

れ
る
機
会
を
設
け
る
。
ま
た
、
北
海

道
の
美
術
館
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通

じ
た
Ｐ
Ｒ
も
考
え
、
本
町
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
的
な
場
所
と
し
て
周
知
し
て

い
き
た
い
。

教育費

笹木議員

地
域
防
災
力
強
化
推
進
事
業

地
域
防
災
力
強
化
と
い

う
観
点
か
ら
水
防
団
、

消
防
団
の
人
材
不
足
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い

る
か
。

答

近
年
の
災
害
を
受
け
て
、
実
際

に
出
動
す
る
方
の
必
要
性
の
理
解
を

深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
考
え
る
。

消防費

小玉議員
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審 議 レ ポ ー ト
開催された定例議会、臨時議会の審議結果報告
❖第１回臨時会　◎１月25日

議　案　名 内　　　容
平成30年度新十津川町一般会計補正予算 歳入歳出にそれぞれ118万3千円を追加

総額を63億1,768万円とする。
【主な内容】
・新十津川保育園給食オーブンの故障による購入と、給食配膳
車１台を追加購入する経費� 118万3千円

北海道市町村総合事務組合規約の制定並び
に廃止

北海道市町村総合事務組合の規約が適法な状態にないことか
ら、新たな規約を制定し、旧規約を廃止する。

❖第１回定例会　◎３月５日～15日
議　件　名 内　　　容

新十津川町選挙公報発行条例の制定 町民の選挙に対する意識向上を図るため、町議会議員並びに町
長選挙において、選挙公報を発行する条例を制定。

新十津川町災害弔慰金の支給等に関する条
例の一部改正

災害弔慰金の支給に関する法律、法律施行令の一部改正に伴う
条例の一部改正。
・支給する遺族の範囲拡大
　�配偶者、子、父母、孫又は祖父母のいずれもが存在しない場
合は兄弟姉妹も支給の対象とする。（ただし、死亡者と同居又
は、生計を同じくしていた場合に限る）
・災害援護資金貸付けにかかる保証人及び利率の変更
　保証人を立てなくても可。
　措置期間経過後の利率：３％→1.5％に変更
・災害援護資金貸付けにかかる償還方法の拡大
　月賦償還も可。

平成30年度新十津川町一般会計補正予算 歳入歳出にそれぞれ2,244万６千円を追加
総額を63億4,012万6千円とする。
【主な内容】
各事業の実績見込みによる減額及び増額並びに財源更正

平成30年度新十津川町国民健康保険特別会
計補正予算

歳入歳出にそれぞれ7,542万3千円を追加
総額を3億5,467万8千円とする。
【主な内容】
国民健康保険事業広域連合負担金� 832万2千円の減額　　　
国民健康保険事業基金積立金� 8,374万5千円の増額　　　

平成30年度新十津川町後期高齢者医療特別
会計補正予算

歳入歳出にそれぞれ210万8千円を減額
総額を1億1,370万4千円とする。
【主な内容】
後期高齢者医療広域連合負担金　　210万8千円の減額
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平成30年度新十津川町下水道事業特別会計
補正予算

歳入歳出にそれぞれ591万6千円を減額
総額を1億8,615万7千円とする。
【主な内容】
下水道事業消費税納付金� 251万6千円の減額　　　　　　
公共下水道整備事業� 299万8千円の減額　　　　　　
下水道施設維持管理事務� 40万2千円の減額　　　　　　

新十津川町監査委員条例の一部改正 議会活動の強化を図る観点から、議員から監査委員の選任を行
わないとする議会の方向性を踏まえ、議会選出の監査委員を出
さないとする条例改正。

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部
改正

働き方改革による、勤務時間の縮減に合わせて職員の勤務環境
整備を行うための条例改正。
・勤務時間を時間単位で割り振ることを可能とする
・時間外勤務時間の上限制定　１か月45時間　１年360時間

新十津川町保育園の設置及び管理に関する
条例の一部改正

新十津川保育園増改修工事による仮園舎での保育実施に伴い、
保育園の住所変更のための改正。
改正後：新十津川町字中央72番地14

新十津川町介護予防・日常生活総合支援事
業利用料徴収条例の一部改正

一般介護予防事業の一部終了並びに介護保険法の規定に準じた
文言整理のための改正。

公の施設の指定管理者の指定 新十津川町新規就農技術修得センター
指定管理者　一般財団法人ピンネ農業公社
　　　　　　理事長　宮本英靖
指定の期間　平成31年４月１日から平成36年３月31日

議
員
質
疑

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

問
災
害
援
護
資
金
の
償
還
に
か
か

る
違
約
金
の
延
滞
利
率
が
下
が

っ
た
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
住
民
に
周

知
す
る
の
か
。

答
町
広
報
に
よ
り
平
成
31
年
4
月

1
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
を
周

知
す
る
。

問
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
る
災
害
の

範
囲
は
。

答
暴
風
、
豪
雨
、
豪
雪
、
洪
水
、

高
潮
、
地
震
、
津
波
そ
の
他
の

異
常
な
自
然
現
象
に
よ
る
被
害
。

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

【
子
ど
も
通
園
セ
ン
タ
ー
負
担
金
】

　
２
０
０
万
円
減
額

問
予
定
さ
れ
て
い
た
保
育
士
の
採

用
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。

答
募
集
を
し
て
も
応
募
が
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
正
規
職
員
の
保

育
士
採
用
が
か
な
わ
な
か
っ
た
こ
と

と
、
臨
時
の
保
育
士
も
半
年
間
確
保

が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
減

額
と
な
っ
た
。

【
災
害
対
策
事
業
】

　
15
万
２
千
円
減
額

問
予
定
さ
れ
て
い
た
ド
ロ
ー
ン
の

テ
ス
ト
フ
ラ
イ
ト
は
実
施
さ
れ

た
の
か
。

答
ド
ロ
ー
ン
を
保
有
し
て
い
る
事

業
者
の
協
力
に
よ
り
、
無
償
で

テ
ス
ト
フ
ラ
イ
ト
を
実
施
で
き
た
た

め
、
減
額
と
な
っ
た
。

【
学
校
給
食
提
供
事
業
】

　
４
１
０
万
円
減
額

問
賄
材
料
費
の
減
額
理
由
は

答
最
大
限
提
供
す
る
給
食
数
を
算

定
し
、
予
算
計
上
し
て
い
る
た

め
、
実
際
に
提
供
し
な
か
っ
た
食
数

分
が
減
額
と
な
っ
た
。
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第１回定例会では２名の議員が一般質問をしました。
各議員の質問項目とその内容を要約して掲載します。

<第１回定例会一般質問>

ずばり、町政を問う!

　一般質問とは、議題とは関係なく行政全般にわたる議員主導による政策論議です。議
員にとって一般質問は、政治家としての発言を行う最も意味のある場です。
　質問内容は事前に通告することとなり、質問の持ち時間は一人60分。一つの質問に対
して３回まで質問することができます。

小玉博崇　議員
● 文化・スポーツ活動振興策の拡充について

鈴井康裕　議員
● 旧大和小学校解体後の跡地利用計画について
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質
問 

旧
大
和
小
学
校
の
解
体
は
、

地
元
住
民
の
意
見
を
十
分
に
聞
い

て
進
め
て
い
る
状
況
に
な
い
と
感

じ
る
。
な
ぜ
、
急
な
解
体
を
進
め

る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。

答
弁 

利
活
用
の
見
通
し
が
つ
か
な

い
こ
と
、
地
元
住
民
か
ら
は
解

体
を
望
む
声
が
多
い
こ
と
な
ど
か

ら
、
平
成
31
年
度
若
し
く
は
平
成

32
年
度
に
解
体
に
着
手
す
る
こ
と

と
し
た
。
現
在
活
用
さ
れ
て
い
る

大
和
体
育
館
は
、
利
用
者
の
理
解

を
最
優
先
と
考
え
、地
元
区
長
、卓

球
愛
好
者
の
皆
さ
ん
に
説
明
し
、

活
動
場
所
の
代
替
案
も
提
案
。
地

域
の
皆
さ
ん
の
声
を
聞
い
て
い
な

い
こ
と
は
な
い
。

再
質
問 

今
回
の
一
般
質
問
で
初
め

て
解
体
が
決
ま
っ
た
こ
と
を
知
っ

た
方
が
多
い
中
、
解
体
に
反
対
の

声
も
聞
こ
え
て
い
る
。
こ
の
状
況

か
ら
も
、
地
元
住
民
の
意
見
を
十

分
に
聞
い
た
対
応
と
い
え
な
い
の

で
は
な
い
か
。
大
和
に
何
も
な
く

な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
地
元
住
民

の
危
機
感
を
理
解
し
て
ほ
し
い
。

答
弁 

今
後
、
財
産
処
分
の
内
容
を

地
元
の
方
々
に
説
明
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
合
意
を
得
ら
れ
た
段
階
で

解
体
を
す
る
こ
と
と
な
る
。
大
和

地
区
の
方
々
の
意
向
は
十
分
に
聞

い
て
い
く
。
更
地
に
す
る
こ
と
で

跡
地
利
用
が
促
進
さ
れ
、
地
域
の

中
心
と
な
る
新
た
な
利
活
用
に
向

け
進
め
て
い
き
た
い
。

再
々
質
問 
行
政
主
導
の
ま
ち
づ
く

り
は
停
滞
し
、
住
民
の
声
を
十
分

に
吸
い
上
げ
、
合
意
の
も
と
進
め

た
町
づ
く
り
は
成
功
し
て
い
る
。

今
後
の
跡
地
利
用
に
向
け
た
計
画

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
こ
う
と

し
て
い
る
の
か
。

答
弁 

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
で
は
、

毎
年
地
域
の
方
々
か
ら
様
々
な
ご

意
見
を
伺
う
機
会
を
設
け
て
い
る

が
、
そ
れ
と
は
別
に
解
体
説
明
を

担
当
課
（
総
務
課
）
が
中
心
と
な

り
、
行
政
区
長
と
相
談
さ
せ
て
い

た
だ
き
な
が
ら
、
合
意
を
得
ら
れ

る
よ
う
進
め
て
い
く
。

地域の拠り所となるよう跡地利活用を進める町長
質問 旧大和小学校解体、地域住民の意見を重視した対応を

旧大和小学校

鈴井議員

質
問 

予
選
を
勝
ち
抜
い
て
全
道
、

全
国
の
大
会
に
出
場
し
た
際
の
参

加
費
助
成
を
実
施
し
て
い
る
が
、

町
外
の
団
体
に
所
属
し
、
か
つ
、

同
種
の
活
動
団
体
が
あ
る
場
合
は

助
成
の
対
象
外
と
な
る
。
所
属
団

体
の
要
件
を
緩
和
し
、
町
民
の
多

様
な
選
択
の
中
で
文
化
、
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
推
進
す
る
振
興
策
と
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁 

要
件
緩
和
に
よ
り
、
選
手
が

町
外
団
体
へ
流
出
す
る
可
能
性

が
あ
り
、
助
成
の
目
的
で
あ
る
町

内
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
育
成

支
援
を
妨
げ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
現
段
階
で
町
外
団

体
へ
の
要
件
緩
和
は
考
え
て
い
な

い
。

再
質
問 

助
成
を
定
め
る
規
則
の
助

成
対
象
者
の
項
目
に
は
「
町
の
文

化
活
動
又
は
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振

興
に
寄
与
す
る
と
委
員
会
が
認
め

た
と
き
」
と
あ
る
が
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
場
合
を
想
定
し
て
い

る
の
か
。

答
弁 

規
則
を
定
め
て
か
ら
こ
れ
ま

で
、
こ
の
条
項
に
該
当
し
て
助
成

を
行
っ
た
実
績
は
な
い
。
あ
く
ま

で
予
備
的
な
条
項
で
あ
る
が
、
想

定
さ
れ
る
例
で
は
、
町
民
が
国
体

や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
世
界
的
な

大
会
に
出
場
す
る
場
合
は
町
に
と

っ
て
大
変
名
誉
な
こ
と
な
の
で
、

こ
の
条
項
で
助
成
を
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。

再
々
質
問 

少
子
化
の
中
で
、
中
学

校
の
部
活
動
が
廃
部
と
な
る
ケ
ー

ス
が
増
え
て
く
る
中
、
他
の
学
校

の
部
活
に
入
部
す
る
「
拠
点
校
方

式
」
が
士
別
市
で
導
入
さ
れ
る
。

今
後
更
に
合
同
チ
ー
ム
化
が
進

み
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
拠
点

の
広
域
化
が
進
む
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
。
町
内
に
限
定
せ
ず
町
民
で

あ
れ
ば
助
成
の
対
象
と
す
る
、
学

校
長
の
推
薦
で
助
成
の
対
象
と
す

る
な
ど
、
頑
張
っ
た
町
民
の
意
欲

と
活
動
振
興
を
よ
り
進
め
る
施
策

に
す
べ
き
で
は
。

答
弁 

少
子
化
に
よ
る
合
同
チ
ー
ム

化
は
今
後
進
む
と
思
わ
れ
る
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
本
町
で
は
、
そ
の

よ
う
な
状
況
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
す
ぐ
に
要
件
を
緩
和
す
る
こ

と
に
は
な
ら
ず
、
現
状
の
ま
ま
で

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
に

努
め
て
い
く
。

小玉議員

町内団体の育成支援の視点から拡充は考えていない教育長
質問 多様な選択の中での文化・スポーツ活動を推進する振興策にすべき
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広
報
「
し
ん
と
つ
か
わ
」
４
月
号
付
録

し
ん
と
つ
か
わ
　
議
会
だ
よ
り
　
第
79
号

発　

行
／
新
十
津
川
町
議
会　
　

編　

集
／
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会　
　

電　

話
／（
０
１
２
５
）76
・
３
１
９
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ
／（
０
１
２
５
）76
・
２
７
８
５

議会の動き
２月15日　議会運営委員会
２月20日　総務民生常任委員会
２月22日　経済文教常任委員会
２月25日　全員協議会
２月25日　北海道町村議会議長会70周年記念式典　

札幌市　議長
２月28日　議会運営委員会

３月１日　新十津川農業高校卒業式　議長
３月４日　庁舎建設特別委員会、全員協議会、常任

委員会報告会
３月５日～15日　平成31年第１回定例会
３月７日　ふるさと学園大学修了式　議長
３月13日　新十津川中学校卒業式　議長他
３月19日　新十津川小学校卒業式　議長他

インフォメーション
information

●議会開催予定
◎臨時会：５月７日（火）　10：00開会

改選後初の臨時会では、新たに選出された議員の中で、議長、副議長等を選任し、
新しい議会組織を作るための審議が行われます。
　多くの町民の皆さまの傍聴をお待ちしています。

　テレビの国会中継を見ると、「内閣総理大臣　安倍晋三君」議長が議員の名前に「君（くん）」をつけて呼ん
でいるのを耳にします。一般的には、男の子の名前を呼ぶときに「〇〇くん」と呼ぶことが普通ですが、国会
では男性、女性に関わらず、全ての名前に「君（くん）」とつけて呼んでいます。この呼び方は新十津川町議
会でも行われており、議会の規則の中で「君（くん）」と呼ぶことが決められています。
　なぜ、「君（くん）」と呼ぶのか…
　遡ること、江戸末期。身分制度がはっきりしていた時代では、目上の者から目下の者へは「殿」、目下の者
から目上の者へは「様」を付けて呼んでいました。しかし、このままでは身分の違いにより対等な議論が行え
ないと考え、どんな身分の者にも共通して敬う人物として「君主」「主君」から「君（くん）」を付けるように
なったとのことです。「君（くん）」を付けることで、対等な立場となり、かつ相手にも敬意を込められると、
あの吉田松陰が考えたと言われているようです。

http://www.facebook.com/shintotsukawa.gikai/

活動内容をタイムリー
にお知らせします！

新十津川町議会

～議員はなぜ「君（くん）」で呼ばれるの～

編 

集 

後 

記

　今任期最後の発行となりました。年４回の発行を通じ
て、町民のみなさんにより分かりやすく、そして、読み
たいと思えるような読み物としての議会だよりの編集に
努めて参りました。みなさんいかがでしたでしょうか。
　議員のなり手不足が課題となる中、町の課題とともに、
議会の考えや動きをお伝えし、共に町の将来を考える、
そのツールの一つとして議会だよりが今後さらに発展し
ていくことを願っています。
　この４年間、愛読いただいたみなさまに広報担当議員
一同、心より感謝申し上げます。


